
一

茶

家

系

考

尾

澤

喜

雄

言

う

ま

で

も

な

く

，

文

革

形

成

の

中

心

を

な

す

も

の

は

作

家

の

創

作

活

動

で

あ

り

、

そ

の

形

成

に

直

接

性

格

方

向

を

輿

え

る

も

の

は

作

家

そ

の

人

で

あ

る

。

従

っ

て

文

革

形

成

の

基

盤

と

し

て

，

そ

こ

に

は

常

然

作

家

の

入

間

形

成

が

予

想

さ

れ

、

作

品

の

個

性

の

背

後

に

は

作

者

自

身

の

個

性

が

考

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

我

々

が

あ

る

作

品

の

特

質

を

明

か

に

し

よ

う

と

す

る

場

合

、

そ

の

作

家

を

問

題

と

す

る

の

は

、

主

と

し

て

こ

の

よ

う

な

連

関

に

基

す

く

の

で

あ

る

。

近

世

に

お

け

る

特

異

な

俳

人

と

目

せ

ら

れ

る

小

林

ー

茶

の

作

品

を

研

究

す

る

に

常

つ

て

も

、

我

々

の

願

心

は

お

の

す

か

ら

入

間

と

し

て

の

一

茶

の

上

に

注

が

れ

，

そ

の

素

質

環

境

や

人

間

形

成

の

過

程

等

を

考

察

の

封

象

と

す

る

こ

と

が

要

請

さ

れ

る

。

幸

な

こ

と

に

近

年

相

つ

ぐ

一

茶

の

遺

稿

遺

墨

の

覆

見

や

ー

茶

関

係

資

料

の

出

現

に

よ

っ

て

、

一

茶

の

生

涯

は

そ

の

一

部

分

を

除

い

て

ほ

と

ん

ど

不

明

の

時

代

を

残

さ

な

い

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

と

に

二

条

自

筆

の

句

日

記

の

存

す

る

晩

年

の

時

代

に

な

る

と

、

毎

日

毎

日

の

し

か

も

極

め

て

階

級

な

点

ま

で

も

知

る

こ

と

が

出

来

る

よ

ぅ

に

な

っ

た

o

近

世

の

俳

人

で

そ

の

生

涯

が

こ

の

よ

う

に

棟

に

入

り

細

を

う

か

つ

た

点

ま

で

も

明

か

に

さ

れ

た

と

い

う

事

は

他

に

そ

の

例

を

見

な

い

こ

と

で

あ

り

、

一

茶

の

入

間

形

成

や

、

延

い

て

は

一

茶

の

作

品

を

考

察

す

る

上

に

大

い

に

役

立

つ

た

こ

と

は

改

ゆ

て

言

う

ま

で

も

な

い

。

こ

の

よ

う

に

し

て

二

条

の

生

涯

が

詳

細

に

明

か

に

さ

れ

て

い

る

の

に

く

ら

べ

て

、

〓

余

の

出

自

を

語

る

べ

き

系

国

に

関

し

て

は

あ

ま

り

詳

し

い

こ

と

は

解

っ

て

い

な

い

よ

う

で

あ

る

。

し

か

し

こ

の

方

両

を

明

か

に

す

る

こ

と

も

〓

余

の

人

間

形

成

を

考

え

る

上

に

多

く

の

等

輿

を

な

す

も

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

私

は

数

次

に

わ

た

る

－

茶

研

究

資

料

探

訪

の

族

に

於

て

探

り

得

た

新

し

い

重

科

に

基

す

き

、

ー

茶

家

系

に

就

い

て

の

若

干

の

考

察

を

試

み

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

入

間

ー

茶

を

更

に

は

ー

茶

の

作

品

を

明

か

に

す

る

一

助

と

．

し

た

い

と

思

う

。

二

二

余

の

家

系

に

つ

い

．

て

従

凍

知

ら

れ

て

い

る

も

の

は

、

明

治

四

十

三

年

三

月

一

茶

同

好

骨

が

校

訂

刊

行

し

た

「

七

番

自

記

」

の

巻

頭

に

か

，

げ

ら

れ

て

い

る

コ

茶

家

系

」

が

ほ

と

ん

ど

唯

一

の

も

の

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

を

同

書

か

ら

韓

載

す

れ

ノ

ば

攻

の

如

く

で

あ

る

。



0
観
光
 
小
林
菩
右
衛
門
 
 

1
〇
一
 
茶
 
 

－
 父
 
 
摘
五
兵
衛
 
 

－
組
父
 
獅
五
兵
衛
 
 

一
業
ノ
家
系
考
 
（
尾
澤
）
 
 
 

妻
 
 
 

長
男
 
 
 

次
男
 
 
 

長
女
 
 

次
女
 
 中

村
新
甫
及
 
 

に
葬
る
 
法
名
 
樺
 
一
業
 
 

お
さ
ら
ば
ぞ
中
よ
く
い
た
せ
門
納
涼
 
 

節
 
世
 
 

伯
母
表
の
 
 

・
逸
 
 

名
 
朗
鞘
和
謂
 
 

倉
井
村
某
女
文
政
十
一
子
年
三
月
二
十
七
日
後
す
 
 

去
 
つ
女
 
八
十
才
尼
表
絶
仙
大
の
賓
冨
 
 

－
摘
 
太
 
郎
 
後
に
一
案
と
移
す
 
 

六
 
後
に
摘
兵
衛
 
天
保
二
卯
年
八
月
晦
日
鼓
す
 
 

－
仙
 
 

－
仙
 
大
 
 
 

ト
女
 
 
 

－
逸
 
 

－
同
 
 

－
 か
 
な
 
女
 
 

行
年
大
十
九
才
 
 

寛
保
二
戌
年
八
月
二
 
 

法
名
 
 
輝
 
 

幼
名
 
 

茶
 
 

延
蜜
九
酉
年
八
月
六
日
残
す
 
 

波
川
滴
拷
瓜
牒
弼
灘
拘
沌
浬
湖
北
幡
捏
描
サ
 
 

を
 

仙
太
郎
 
 

諦 
は 
信 

之  

賓 
暦 
十 

未 
年 
生 
る 
幼 
よ 
り 
柏 
原 
の 
本 
陣   

郎
 
 
 

戒
 
 
 

名
 
 

後
に
摘
五
兵
衛
と
改
む
 
 

江
戸
に
で
捜
す
 
年
月
法
名
不
詳
 
 

過
去
帳
に
五
日
の
悌
と
記
せ
り
 
 

姶
竹
村
折
右
衛
門
へ
嫁
す
 
 

野
尻
村
市
治
郎
へ
嫁
す
 
 

事
和
元
酉
年
五
月
二
十
一
日
没
す
 
 
 

安
永
五
年
八
月
十
四
日
段
 
 

法
名
 
 
繹
 
尼
 
 
妙
 
 

法
名
 
 
辞
 
 
采
 
源
 
 

十
六
日
残
す
 
 
 

澄
 
 

行
年
六
十
大
才
 
 

信
 
 萬

飾
二
大
 
 



こ
の
「
l
茶
家
系
」
は
後
多
少
の
修
正
を
経
て
同
じ
く
四
十
三
年
八
月
一
茶
同
 
 

好
曾
蟹
行
の
「
俳
語
寺
一
茶
」
や
、
大
正
十
五
年
九
月
に
俳
語
寺
一
茶
毅
盲
年
法
 
 

要
曾
の
編
纂
し
た
コ
茶
傍
集
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
系
図
が
一
茶
同
好
 
 

合
判
行
の
「
七
番
日
記
」
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
経
緯
l
＝
つ
い
て
は
明
か
 
 

で
な
い
が
．
一
茶
同
好
曾
主
中
村
六
郎
氏
の
手
に
よ
つ
て
苦
心
作
製
せ
ら
れ
た
も
 
 

の
と
お
ぽ
し
く
、
一
茶
の
組
父
、
父
及
び
一
茶
と
、
そ
れ
ら
三
人
の
妻
子
に
わ
た
つ
 
 

て
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
も
、
一
茶
に
閲
す
る
記
事
と
そ
の
子
 
 

供
達
に
つ
い
て
若
干
の
訂
正
す
べ
き
筒
所
を
聾
見
す
る
以
外
は
、
概
ね
安
富
と
認
 
 

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
本
系
図
に
よ
つ
て
一
茶
の
組
父
ま
で
 
 

志
五
兵
衛
遥
絹
如
姉
詑
嫡
碩
鯛
八
男
 
 

岩
手
大
草
撃
寅
率
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 

△
後
妻
 
 
 

次
女
 
 

野
尻
村
の
内
赤
川
村
久
右
衛
門
女
史
化
十
一
成
卒
 
 

去
く
女
 
朗
朋
十
一
削
振
乱
文
政
未
晋
十
二
基
す
 
 

一
案
句
あ
り
 
糸
瓜
つ
る
切
て
し
ま
へ
ば
も
と
の
水
 
 

－
や
 
を
 
女
 
越
後
二
俣
村
宮
下
新
右
衛
門
伯
母
 
 

－
や
 
た
 
女
 
文
政
十
一
子
年
生
 
 

11111  
雪 さ 金 石 千  

と 三 太 太  

1
睨
 
 

女 女 郎 郎 郎 郎  

一
に
浪
蕨
叉
組
成
文
化
十
三
子
年
四
月
十
四
日
生
 
 

同
年
五
月
十
一
日
戎
す
 
 

（
天
）
 
 

（
天
）
 
 

（
天
）
 
 

文
政
元
寅
年
五
月
四
日
生
（
天
）
 
 

警
申
年
五
月
十
七
還
し
 
 

は
可
成
り
正
確
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
関
し
て
は
組
先
小
林
書
 
 

右
衛
門
の
名
と
そ
の
招
年
を
記
す
の
み
で
、
詳
細
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
凍
な
 
 

い
う
ら
み
が
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
一
茶
の
郷
里
柏
原
（
現
品
野
腰
上
水
内
郡
相
原
村
）
に
は
現
に
一
茶
 
 

む
祖
先
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
可
成
詳
し
く
知
る
こ
と
の
出
凍
る
系
固
が
二
種
類
停
え
 
 

ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
中
村
英
雄
氏
の
豪
に
停
え
ら
れ
て
い
る
も
の
ヤ
あ
り
、
他
 
 

の
一
つ
は
中
村
六
左
衛
門
氏
の
家
に
所
戒
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 
 



中
村
英
雄
氏
の
家
は
代
々
中
村
樺
左
街
門
を
構
し
、
柏
原
村
の
名
主
を
勤
め
た
 
 

由
緒
貪
る
家
柄
で
あ
つ
た
。
一
茶
普
時
は
一
時
嘉
を
衛
門
を
宿
し
た
事
も
あ
り
、
 
 

一
茶
遺
稿
に
は
名
主
嘉
左
街
門
と
記
さ
れ
て
い
る
。
父
の
遺
産
分
配
の
問
題
を
始
 
 

め
と
し
て
役
目
が
ら
一
茶
と
は
深
い
閲
係
を
も
つ
て
い
た
家
で
も
あ
つ
た
。
常
主
 
 

英
雄
氏
の
組
文
中
相
棒
左
街
門
正
家
氏
は
幼
名
を
晋
之
助
と
宿
し
、
柏
原
柑
最
鎮
 
 

の
名
主
を
勤
め
、
明
治
の
初
め
慶
薄
遥
願
が
行
わ
れ
た
後
に
は
琴
‡
六
大
匡
六
 
 

小
国
、
即
ち
柏
原
柑
・
柴
津
村
・
賠
嶽
村
・
荒
瀬
原
村
一
園
の
副
戸
島
に
も
任
ぜ
 
 

ら
れ
、
明
治
四
十
四
年
十
二
月
七
十
二
歳
で
超
し
た
人
で
ぁ
る
が
、
晩
年
に
至
つ
 
 

て
自
家
に
俸
わ
る
古
文
書
高
記
録
等
を
整
理
し
て
相
原
村
の
由
凍
を
詳
細
に
綴
 
 

り
、
明
治
三
十
八
年
三
月
に
「
柏
原
村
根
元
記
」
三
冊
を
纏
め
、
叉
尤
大
な
柏
原
 
 

村
の
系
図
を
書
き
残
し
て
い
る
。
〓
余
に
関
す
る
系
囲
も
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
系
図
は
全
部
で
十
三
備
あ
り
一
、
そ
の
う
ち
一
冊
は
本
陣
中
村
六
左
衛
門
の
 
 

系
固
、
他
の
十
二
甜
は
相
原
村
に
任
す
る
人
や
の
系
固
で
一
統
か
ら
十
二
競
ま
で
 
 

の
香
坂
が
附
し
て
あ
る
。
ど
の
撤
も
美
濃
紙
を
様
に
二
つ
折
に
し
、
右
の
端
を
紙
 
 

経
で
二
筒
併
綴
じ
た
も
の
で
、
横
六
寸
六
分
縦
九
寸
二
分
の
大
き
さ
を
有
し
、
特
 
 

に
表
紙
と
い
う
も
の
も
附
け
て
な
い
。
一
番
上
の
紙
に
そ
の
冊
に
収
め
ら
れ
て
あ
 
 

る
系
固
の
目
次
室
二
段
に
記
し
、
次
の
紙
よ
り
系
固
を
認
め
て
い
る
。
十
二
倍
の
 
 

中
で
最
も
薄
い
も
の
は
二
枚
で
本
文
九
枚
、
久
保
三
郎
兵
衛
外
四
人
の
系
図
を
収
 
 

め
て
あ
り
、
最
も
厚
い
の
、
は
三
娩
で
永
■
文
三
十
六
故
に
及
び
、
中
村
蕃
左
衛
門
外
 
 

小
 
 
林
 
 
和
 
 
惣
 
 
次
二
 
の
 
 
牢
 
固
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
洋
）
 
 

二
十
五
人
の
系
厨
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
他
は
何
れ
も
本
文
二
十
枚
前
後
、
十
五
 
 

人
内
外
の
系
臨
を
収
録
し
、
全
体
で
は
二
盲
人
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
系
国
政
 
 

録
の
方
法
も
ー
鑑
は
中
村
氏
、
二
統
は
久
保
氏
、
三
詭
は
中
村
氏
と
い
う
よ
う
に
 
 

各
撒
を
大
体
同
一
の
氏
に
よ
つ
て
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
の
系
固
作
製
の
時
期
に
つ
 
 

い
て
は
明
か
で
な
い
が
、
系
図
が
未
完
成
の
箇
所
壱
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
や
、
 
 

系
国
中
に
記
き
れ
た
年
披
の
中
最
も
新
し
い
も
の
が
明
治
三
十
一
、
二
年
頃
で
あ
 
 

㌔
叉
中
村
六
左
衛
門
の
系
臥
に
附
さ
れ
て
ぁ
る
附
箋
の
壁
書
に
は
明
治
四
十
四
 
 

年
十
月
の
日
附
も
見
え
て
い
る
点
な
ど
か
ら
し
て
、
「
柏
原
村
根
元
記
」
と
同
じ
く
 
 

老
後
の
仕
事
と
し
て
計
悪
さ
れ
、
大
体
明
治
三
十
年
代
の
初
頃
か
ら
着
手
し
、
四
 
 

十
年
頃
に
は
一
通
り
の
出
凍
上
り
を
見
た
ぁ
の
ら
し
い
。
併
し
な
お
も
死
に
至
る
 
 

ま
で
訂
正
加
筆
を
行
い
、
未
定
稿
と
し
て
終
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
 
 

る
0
 
 
 

さ
て
こ
れ
ら
の
系
固
の
中
一
茶
に
関
係
の
あ
る
の
は
四
眈
で
、
本
文
は
二
十
四
 
 

枚
あ
ト
1
小
林
氏
に
廃
す
る
和
惣
攻
、
作
之
丞
、
孫
助
、
次
郎
左
衛
門
、
金
左
衛
 
 

門
、
市
郎
右
衛
門
、
吉
事
、
熊
左
衛
門
、
仙
之
助
、
庄
之
助
、
八
代
吉
、
き
さ
、
 
 

弼
兵
衛
、
久
作
、
弼
二
面
、
宰
五
郎
の
十
六
人
の
系
図
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
 
 

中
、
和
惣
攻
、
作
之
丞
、
熊
左
衛
門
、
瞞
兵
衛
、
鰯
三
郎
、
幸
五
郎
の
六
人
の
系
 
 

図
が
一
茶
に
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
列
拳
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
 
 

る
。
 
 

八
七
 
 
 



●
…
小
林
太
郎
左
衛
門
 
 

－
と
 
や
 
女
 
 

－
小
林
産
衣
右
街
門
 
 

1
小
林
清
右
街
門
 
 

・
1
小
林
九
郎
兵
衛
 
 
 

－
小
林
惣
兵
衛
 
 

1
小
林
輿
五
兵
衛
 
 

－
小
林
困
右
衛
門
 
 

－
小
林
叉
左
街
門
 
 

－
小
林
作
之
助
 
 

－
小
林
長
兵
衛
 
 

－
小
林
佐
五
兵
衛
 
 

岩
事
大
拳
草
薮
辱
部
軒
先
年
報
 
第
二
各
 
 
 

小
林
太
郎
左
衛
門
 
 

小
林
嘉
卒
攻
 
 

支
線
元
年
水
内
郡
柏
原
村
開
発
ノ
虜
 
 

同
郡
芋
川
ヨ
ワ
串
原
ノ
内
川
久
保
へ
移
樽
 
 
 

と
や
 
 
 

樺文賀   
化小   
十林  

倍牛丸   
二郎  

池月兵   
三衛 行日ノ  

年 長  
大 男  
十  
歳  

分 分 分 分 賓  

小          林  
作  

家 家 家 家 之  
助  
ノ  
男  

襲
小
林
太
郎
左
衛
門
ノ
男
 
 
 

賓
小
林
太
郎
左
衛
門
ノ
男
 
 

延
質
入
年
御
検
地
御
竿
請
高
拾
式
石
六
升
式
合
 
 



－
ひ
 
な
 
女
 
 

－
小
林
和
惣
攻
 
 

1
小
林
次
郎
作
 
 

－
小
林
囲
之
 
丞
 
 

1
み
 
て
 
女
 
 

－
小
林
清
三
郎
 
 

－
き
 
ゐ
 
女
 
 

小
林
次
郎
左
衛
門
J
如
鵬
鮎
棚
㍍
牒
贋
簡
㌣
1
L
ト
 
 

分
家
小
林
惣
書
ノ
養
子
ト
ナ
ヮ
改
名
次
郎
左
衛
門
 
 

卜
云
 
賓
家
小
林
津
七
跡
共
両
家
相
績
致
居
り
 
 

中
村
六
左
椅
門
へ
津
七
屋
舗
天
保
鹿
妻
渡
ス
 
 

小
 
林
 
嘩
 
七
 
 

一
茶
家
系
考
 
（
尾
滞
）
、
 
 
 

賃
小
林
困
之
丞
ノ
男
 
 

賓
父
母
死
去
ノ
後
叔
父
小
林
困
右
衛
門
方
へ
 
 

入
籍
 
 

叔
父
小
林
国
有
衛
門
死
亡
ノ
後
賓
父
小
林
困
之
丞
 
 

跡
目
相
緯
 
 

妻
ハ
上
水
内
都
富
士
里
村
大
字
大
井
ノ
内
石
橋
 
 

戸
谷
茂
左
衛
門
ノ
長
女
あ
づ
 
 

賓
小
林
次
郎
左
衛
門
二
男
 
 

家
屋
舗
蟹
之
次
郎
左
衛
門
屋
鋪
ノ
内
二
倍
ス
 
 

柏
原
相
ノ
内
二
倉
北
村
仁
太
夫
ノ
妾
 
 
 

病
 
 
 
死
 
 

分
家
 
小
林
次
郎
左
衛
門
ノ
家
名
村
松
 
 

賀
小
林
彦
次
右
衛
門
ノ
男
 
 

分
家
 
小
林
国
有
衛
門
跡
日
相
続
 
 

上
水
内
郡
富
士
里
村
大
字
大
井
ノ
内
板
橋
へ
線
附
 
 



小 

虐 
阜 
兵 

女 
ノ 
針 

衛」・卦井官∴           寛永十九午年分家  

－
小
林
樺
太
郎
 
 

－
小
林
七
太
郎
 
 

－
小
∴
林
山
三
・
郎
 
 

－
小
放
∵
叉
太
郎
 
 

1
小
林
清
左
衛
門
 
 

1
小
林
勘
次
郎
 
 
 

ー
小
林
菩
右
衝
門
 
 

－
 小
林
津
右
衛
門
 
 

－
女
 
 

子
 
 

－
小
林
三
四
郎
 
 

′J、   

林   

孫   

助  

岩
手
大
挙
撃
落
畢
部
研
究
年
報
．
昇
一
一
巻
 
 

小
 
 
林
 
 
作
 
 
之
 
 
丞
 
 

分
家
 
小
林
津
着
荷
門
ノ
名
跡
 
 

死
 
 
亡
 
 
 

安
政
二
乙
卯
年
正
月
廿
六
日
 
 

松
翁
院
殿
渓
蓮
眠
居
士
 
坂
良
設
 
行
年
八
十
四
歳
 
 

毘
糾
配
開
削
詣
議
題
御
錮
鵬
掛
野
へ
．
 
 
 

繹文寛   
政小   
八林  

深酉勘   
年：欠  

規正郎   
月ノ   
十男  

行八 年目  

分 法寛貿  佐離小寒婁  
兵線林中ノ、  
衛貿佐相小  
ヲ家五佐林  
連中兵兵作  
レ村衛衛五  
分佐ノノ兵  
家兵男男術  
数衛小聾ノ  
ス人林養女   
別孫子   
三助   
入出   
ル坐  

ノ   
後後   
賓妻   
父ヲ   
申達   
村レ  



一
案
家
系
考
 
（
尾
澤
）
 
 
 



品
小
林
善
右
衛
門
 
 

＋
女
 
 

子
 
 

1
小
 
林
・
翰
 
市
 
 

1
小
林
繭
二
兵
衛
 
 

ー
小
林
軸
兵
藤
 
 

－
小
 
林
 
新
 
六
 
 

1
小
林
大
兵
衛
 
 

ー
小
林
摘
五
右
衛
門
 
 賓

 

小
林
久
左
衛
門
 
 

署
事
大
畢
撃
落
畢
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 

小
．
林
 
熊
 
左
 
衛
 
門
 
の
 
来
 
臨
 
 
 

林
摘
五
右
衛
門
 
 

賓
小
林
佐
五
兵
衛
′
二
男
 
 

延
賓
元
年
分
家
 
 
 

賞
小
林
輔
市
ノ
男
 
 
 

小
林
弼
通
ノ
男
 
 

婁
ハ
小
林
輔
二
兵
衛
√
女
 
 
 
 
 
 
 
 
郡
原
村
四
郎
右
衛
 

賀
小
林
久
左
衛
門
ノ
男
 
 

古
書
三
重
兵
衛
ノ
子
養
 
 

冥
家
不
詳
 
 

輝
 
明
 
開
．
行
年
五
十
四
境
 
 

分
 
 

分
 
 
 
家
 
 
 

分
 
 

貿
小
林
尊
者
衛
門
′
男
 
 

天
明
四
年
五
月
七
日
 
 

門
ノ
弟
聾
養
子
 
 
 

子
ス
ト
有
之
 
 



品
小
林
摘
兵
 
 

［
畑
 
 

1
小
林
摘
太
郎
 
 
 

－
小
．
林
 
専
 
六
 
 

．
1
小
 
林
 
初
 
編
 
 

－
小
 
林
 
徳
 
鰯
 
 
 

－
小
 
林
 
輔
 
市
 
 

1
小
林
朔
兵
衛
 
 

－
小
林
熊
川
左
衛
門
 
 

1
小
林
熊
之
J
助
 
 天

保
元
年
八
月
晦
日
 
 

辞
 
 
行
 
暮
 
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
洋
）
 
 

林
摘
五
兵
衛
 
 

街  

次元寛貿  
郎屋保小  
兵補元林  
衛主丙喜  
ノノ、年右  
尿中分梅  
輔村家門  
ナ柾 ノ  

賓
小
林
礪
兵
衛
ノ
 
 

小
 
林
 
撤
 
兵
 
衛
 
 
の
 
 
系
 
固
 
 

妾
 
 
 
腹
 
 

妾
 
 
腹
 
 
小
林
八
代
書
方
へ
養
子
後
離
縁
 
 

摩
 

賓
水
内
部
首
梅
村
佐
藤
五
郎
左
衛
門
ノ
弟
 
 

妻
小
林
摘
五
右
衛
門
ノ
女
て
う
 
 

嚢
小
林
輔
 
文
化
六
丑
 
 

間
口
四
問
 
 ノ

女
 
 

中
村
忠
着
衛
門
方
へ
慶
子
 
 

賓
小
林
輔
五
兵
衛
先
妻
′
男
 
誹
人
ト
ナ
リ
ー
茶
卜
申
 
 

初
名
小
林
専
六
 
摘
兵
衛
 
 

法案貿 名暦小   

十林  三稲  
梓年兵   

十衛   
月′   

男   

目  

二
男
 
 

左
椅
門
新
田
赤
泣
出
 
 

Ⅵ
ノ
 
 

行
年
 
 
 

婁
小
古
間
村
輿
左
衛
門
養
母
 
 

こ
よ
弘
化
二
巳
年
二
月
人
別
二
入
ル
 
 



●
…
小
林
朔
太
郎
 
 
 

－
小
林
滴
兵
衛
 
 

ー
小
林
輔
三
郎
 
 

1
や
 
た
 
女
 
 
 

－
小
林
蒲
五
兵
衛
 
 

寸
心
林
摘
兵
衛
 
 

小
林
禰
太
 
 

岩
手
犬
畢
畢
寅
畢
部
研
究
年
報
 
夢
二
巷
 
 
 

雑
事
五
 
 

文 文辰致文卜賃   
政 政舗シ化ナ小  

繹六繹十間分六り林   
年 丁口家巳一鵬  

妙五一家四 年菜五  
路月案年間 兄卜兵   
十不十五 弟稀衛  

一二邁一尺 相スノ  
某日位月八 談 長  

賓
小
林
璃
三
郎
ノ
男
 
 

妾
小
林
作
次
郎
ノ
女
 
 
 

貸
小
林
輔
五
兵
衛
ノ
男
 
 

妾
ハ
中
村
喜
作
ノ
妹
 
 

分
 
 

家
 
 

初 
名  

林 
小 
林 
禰兵 

ノ 
衛   

過 
ノ 

昌 
平  

一
男
奪
養
子
 
妻
ハ
小
林
禰
太
郎
′
後
妻
十
女
や
た
 
 

初 
名 
小 
林 
仲 
之 
助  

礪 
兵 
衛  

初
名
丸
山
字
書
 
 

林
 
 林 安  

部  
兵
衛
 
 

内
部
 
 

須乎ノ  
坂出男  
町村  
カ、原  
川Ill  

鶴良  
書八  
′ ノ  
妬女  

痛  高
田
町
字
直
江
町
 
 

小
林
蠣
五
兵
衛
 
 

先  十寸 之弟男  
妾  九  上専  

日  尾大牡  
舗ヲ年  
ヲ跡之  
二式時  
ツニ誹  

割致人  
こ 1  

郎  

の  

系  

図  



即
ら
、
〓
余
は
文
織
元
年
相
原
村
の
開
拓
者
と
し
て
程
遠
か
ら
聖
千
川
（
硯
上
 
 

水
内
郡
三
水
柑
大
字
芋
川
）
の
粗
か
ら
柏
原
村
字
川
久
保
の
鞄
へ
移
住
し
た
太
郎
 
 

左
衛
門
を
組
克
と
し
、
そ
の
八
代
の
後
裔
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

品
小
林
幸
五
郎
 
 
 

以
上
の
も
の
を
一
茶
の
家
系
と
し
て
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
 
 

1
小
 
林
 
す
 
み
 
 

小
林
太
郎
左
衛
門
－
太
郎
左
衛
門
土
殆
卒
次
1
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
澤
）
 
 

治小  
澤甘林   

九輔  
欣年五   

．．．．一＿f己  

浄月蒜  

賃
小
林
幸
五
郎
ノ
妻
 
 

夫
宰
五
郎
死
亡
ノ
後
．
 
 

明
治
三
十
年
六
月
廿
二
日
餌
済
之
上
分
家
 
 

ノ
男
 
 

一
日
台
潜
錫
ヤ
ー
於
テ
戦
死
 
 

－
作
之
助
 
 

－
昆
兵
衛
 
 

－
佐
五
兵
衛
－
 
 の

 
、
系
 
 
固
 
 

－
女
 
子
 
 

－
顔
 
 
助
 
 

－
善
右
衛
門
1
 
 

－
津
右
衛
門
 
 

一
掬
五
右
衛
門
 
 

－
軸
 
兵
 
衛
－
軸
五
兵
衛
1
 
 

六
 
 

－
新
 
 

－
大
 
兵
 
衛
 
 

中
村
六
左
衛
門
氏
の
家
も
代
々
六
左
衛
門
を
僻
し
、
柏
原
際
の
問
屋
本
陣
と
し
 
 

て
知
ら
れ
た
奮
家
で
あ
り
、
こ
の
豪
に
停
え
ら
れ
る
系
囲
も
亦
柏
原
村
民
の
系
周
 
 

で
あ
る
。
こ
の
系
固
は
横
六
寸
六
分
、
縦
九
寸
五
分
の
劾
綴
の
冊
子
で
褐
色
の
表
 
 

紙
を
附
し
、
題
箋
に
は
「
一
村
大
系
固
 
全
」
と
あ
る
っ
表
紙
の
次
に
白
紙
二
枚
 
 

ゃ
つ
を
は
さ
み
、
本
文
は
七
十
七
放
で
、
内
容
は
明
春
寺
、
明
廃
寺
の
外
、
小
 
 

九
五
 
 
 

摘
太
郎
・
－
や
た
女
 
 
（
一
茶
）
 
 

－
専
 
六
 
 

1
挿
三
郎
1
輔
太
郎
 
 
 

1
辛
五
郎
 
 



岩
手
大
串
蓼
萎
畢
部
研
究
年
報
 
第
二
巷
 
 
 

′
淋
、
久
保
、
外
谷
場
等
村
民
三
十
四
氏
（
そ
の
内
苗
字
の
な
い
も
の
六
人
を
含
ん
 
 
 

で
い
る
）
の
系
固
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
固
の
一
成
立
に
つ
い
て
は
臨
 
 
 

書
の
奥
書
に
 
 

右
一
村
系
図
常
家
之
記
録
或
は
首
帳
等
に
接
り
併
編
也
系
固
に
二
男
三
甥
女
子
等
ほ
記
す
 
 
 

も
有
之
叉
不
記
も
有
之
尤
先
代
常
家
記
録
も
悉
皆
は
不
記
程
近
代
も
不
柑
之
分
は
不
記
只
粕
 
 
 

緯
世
代
を
記
す
を
肝
要
と
し
て
其
余
ほ
疎
略
也
 
 

右
系
図
編
立
た
る
大
意
は
常
郷
之
人
々
其
家
先
約
乃
代
々
之
名
を
不
知
況
酔
名
年
月
命
日
 
 
 

も
不
知
故
年
忌
迫
菩
供
養
不
動
行
儀
鞄
之
嗣
を
怠
る
寄
港
不
孝
不
道
愚
昧
之
至
也
囚
之
用
く
 
 
 

人
々
え
共
進
を
論
富
ん
と
常
家
之
記
録
其
外
寺
院
之
過
去
帳
等
捜
求
れ
と
も
詳
に
難
知
先
大
 
 
 

慶
知
れ
た
る
計
を
書
記
耳
精
後
麗
子
が
志
を
亜
て
相
補
訂
正
し
不
孝
愚
昧
の
人
を
導
へ
し
 
 

此
書
予
年
来
志
願
に
て
編
立
る
秘
書
也
後
代
垂
賀
し
て
厳
重
に
可
所
持
候
以
上
 
 

文
政
十
亥
正
月
 
 

大
 
友
 
衛
 
門
 
 

利
 
賓
④
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
十
四
歳
書
 
 

◎
惣
兵
衛
 
 

一
興
 
惣
 
兵
 
衛
 
 

越
後
之
慶
 
 

助
 
－
 
家
別
系
別
二
記
ス
・
 
 

氏
 
元
和
二
年
辰
四
月
十
五
日
来
ル
 
 

石
塚
村
析
稗
寺
且
邦
也
断
碑
寺
滅
亡
之
後
 
 

明
専
寺
且
邦
卜
成
ル
 
 

本
国
越
後
 
 
長
森
村
之
人
叉
春
日
付
近
併
 
 

之
人
と
も
云
 
 

－
太
郎
左
衛
門
 
－
 
大
久
保
二
家
別
系
別
二
認
ス
 
 
 

ー
市
 
 
之
 
 
丞
 
 

九
大
 
 
 

と
あ
る
の
に
よ
つ
て
、
六
左
衛
門
利
貧
民
が
、
郷
裳
の
人
々
の
組
先
の
祭
を
行
う
 
 

焉
の
資
料
と
し
て
自
家
に
停
わ
る
記
録
や
寺
院
の
過
去
帳
等
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
 
 

で
、
文
政
十
年
正
月
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
利
賓
 
 

と
あ
る
の
は
一
茶
と
も
交
遊
の
深
か
っ
た
中
村
観
観
の
こ
と
で
、
父
は
〓
粂
幼
時
 
 

の
俳
諮
の
師
と
樽
え
ら
れ
る
利
焉
（
新
市
と
祝
し
た
）
で
あ
る
。
天
保
十
年
正
月
 
 

七
十
六
歳
で
超
し
て
い
る
。
 
 
 

さ
七
こ
の
系
固
の
中
二
余
に
関
係
あ
る
も
の
は
小
林
氏
の
系
固
の
部
分
で
、
こ
 
 

こ
に
は
惣
兵
衛
皆
始
竺
一
十
一
人
の
来
園
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
一
茶
 
 

に
閲
す
る
も
の
は
惣
兵
衛
、
孫
助
、
善
右
街
門
、
弼
兵
衛
、
軸
五
兵
衛
の
五
人
の
 
 

系
固
で
あ
る
。
こ
れ
を
列
挙
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

ニ
“
‖
 
 

号
妙
西
元
緑
十
四
巳
 
 

正
月
七
日
 
 

号
道
味
元
疎
十
四
巳
二
月
 
 



小
林
惣
 

妻
 
－
 
 左

衛
門
二
男
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
津
）
 
 
 

聾
也
小
林
津
七
子
 
 

－
次
郎
左
衛
門
 
 

惣
膏
寛
子
 
 

－
妻
 
 
キ
 
 
タ
 
 
 

1
孫
 
 
 

－
妻
－
－
 
 

聾
 
 

－
善
 
右
 
衛
 
 

廿
二
日
 
 

門
－
家
別
系
別
二
記
ス
 
 

堺
十
湘
離
パ
荊
項
数
 
骨
法
呑
廃
麻
廿
 

短
慮
．
 
 

号
妙
南
蛮
永
 
 

三
成
十
二
月
 
 



◎
善
右
街
門
 
 

孫
助
之
貨
子
 
妻
 
 

小
林
孫
助
聾
 
 
 

岩
手
大
挙
草
薮
寧
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撃
一
巻
 
 

稜
 
号
妙
光
 
 

兵
 
 
衛
 
 

賓
暦
十
辰
六
月
十
日
 
 

四
月
十
三
日
八
十
二
歳
 
 

号
 
 
 
賓
暦
十
三
未
 
 

－
妻
！
 
 

－
輔
 
 
兵
 
衛
－
家
別
系
別
記
 
 
 

－
善
右
街
門
 
 

卜
女
子
 
キ
 
 
ワ
ー
城
先
寺
評
癒
工
嫁
ス
 
 

－
孫
 
右
 
衛
 
門
 
 
 

－
勘
 
 
次
 
 
郎
 
 

家
別
系
別
二
記
ス
 
 

十
二
日
 
八
十
八
歳
 
 

号
砂
塵
 
明
和
九
辰
二
月
 
 

十
三
日
 
 

号
 
了
然
 
事
和
二
戌
三
月
 
 



○
痛
 
兵
 
衛
 
 麿

十
辰
 
 

去
⊥
即
謂
▲
－
 
 

－
甚
 
 
兵
 
 
衛
 
 
 

小
林
姜
右
椅
門
二
男
 
 

野
尻
坂
井
六
右
衛
門
女
 
妻
 
 
号
 
妙
渾
 
文
政
三
辰
正
月
廿
四
日
 
 

飯
山
基
 

号
 
 

後
 
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
浬
）
 
 
 

聾
之
風
間
久
左
衛
門
二
男
 
 

七
 
－
 
家
別
系
別
二
記
ス
 
 

六
 
－
 
家
別
落
別
二
記
ス
 
 

子
－
！
久
保
同
者
衛
門
工
嫁
ス
 
 

子
－
若
月
作
東
郎
へ
嫁
ス
 
 

市
 
 

号
 
疏
念
 
賛
、
堅
一
酉
二
月
 
 

甘
九
日
 
四
十
I
ヒ
歳
 
 
 

1
」
吉
 
太
 
 

－
女
子
 
ソ
 
 

1
女
子
 
ソ
 
 

聾
也
原
村
原
山
元
着
衛
門
子
 
 

郎
－
江
戸
ニ
テ
死
跡
武
断
絶
 
 

ノ
Ⅰ
久
保
新
太
郎
へ
嫁
ス
 
 

子
－
清
水
四
郎
兵
衛
へ
妹
ス
 
 



以
上
の
も
の
を
二
乗
の
家
系
と
し
て
整
理
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
 
 

小
林
惣
兵
衛
－
・
・
・
惣
左
衛
門
 
－
 
 

T
軸
 
兵
 
衛
 
 

中
村
金
大
女
 
 
 

妻
 
ム
 
ク
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小
林
硝
兵
衛
二
男
 
 

・
－
輿
惣
兵
衛
 
 

1
孫
 
 
助
 
－
 
 

皇
孫
 
 
助
 
 

1
菩
右
衛
門
 
 

－
1
摘
兵
勧
1
－
 
 ！

軸
五
右
衛
門
 
 

－
・
・
輌
五
兵
衛
－
－
 
 
 

－
 
女
 
 
子
 
 
 

ー
・
－
柄
五
兵
衛
－
！
 
 

－
 新兵
衛
 
 

1
一
 
茶
 
 



軸
ち
一
茶
は
、
越
後
園
長
森
村
（
現
新
潟
磨
南
魚
沼
郡
城
内
村
）
又
は
春
日
材
 
 

（
現
直
江
津
市
附
聾
の
人
で
元
和
二
年
四
月
十
亙
甘
相
原
に
移
住
し
た
惣
兵
衛
 
 

を
鼠
克
と
し
・
そ
の
八
代
の
後
裔
と
い
う
†
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

五
 
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
一
茶
の
郷
里
柏
原
の
名
主
、
本
陣
と
い
う
二
つ
の
啓
蒙
に
夫
 
 

々
相
原
村
民
の
系
固
が
停
え
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
一
茶
に
関
す
る
系
囲
を
取
り
出
 
 

す
こ
と
が
出
凍
る
と
い
う
事
は
誠
に
興
味
あ
る
こ
と
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
 
 

い
。
併
し
両
家
の
併
停
が
可
成
り
異
っ
て
い
る
以
上
、
問
題
は
常
然
こ
れ
ら
の
系
 
 

固
の
正
否
如
何
と
い
う
事
に
蹄
着
す
る
で
あ
ろ
う
。
異
っ
た
二
つ
の
も
の
が
同
時
 
 

に
二
つ
と
も
正
し
い
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
二
り
の
中
の
ど
ち
ら
か
一
 
 

方
が
正
し
い
か
、
ど
ち
ら
も
正
し
く
∴
は
い
か
、
或
い
は
叉
ど
ち
ら
も
正
し
い
点
と
 
 

正
し
く
∴
u
い
点
と
を
含
ん
で
い
る
か
で
あ
る
っ
こ
れ
を
確
め
る
手
段
、
方
法
は
い
 
 

ろ
い
ろ
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
す
れ
の
方
途
に
よ
る
と
し
て
も
望
ま
し
い
効
果
を
 
 

得
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
差
常
り
、
確
め
る
べ
き
手
が
か
り
 
 

を
系
固
の
外
に
求
め
、
こ
れ
に
よ
つ
て
系
図
を
吟
味
し
て
行
く
い
わ
ゆ
る
外
的
方
 
 

法
と
、
確
め
る
べ
き
辛
が
か
り
を
系
固
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
こ
れ
に
よ
つ
て
系
 
 

固
を
検
討
し
て
行
く
い
わ
ゆ
る
内
的
方
法
と
に
∵
よ
つ
て
考
察
か
ユ
ミ
め
て
み
よ
ぅ
 
 

と
思
う
。
し
か
も
考
察
の
範
囲
藍
単
に
一
茶
の
系
固
に
関
す
る
部
分
だ
け
に
と
ど
 
 

め
す
、
両
家
の
系
図
全
体
を
も
殖
え
す
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
正
確
を
期
す
る
 
 

考
で
あ
る
。
 
 
 

前
者
の
方
法
に
あ
つ
て
は
こ
れ
ら
の
系
固
の
根
城
に
な
つ
た
資
料
が
ま
す
問
題
 
 

一
茶
家
系
考
 
（
尾
浮
）
 
 

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
利
賀
氏
の
系
固
作
製
の
資
料
と
な
つ
た
も
の
は
、
氏
の
言
に
 
 

よ
れ
ば
「
雷
豪
之
記
録
苗
帳
」
等
で
あ
り
、
「
寺
院
之
過
去
帳
」
等
で
あ
つ
た
。
 
 

正
家
氏
の
系
固
の
資
料
も
恐
ら
く
こ
の
範
囲
を
出
な
い
も
の
と
田
富
れ
る
。
両
家
 
 

共
そ
の
家
柄
か
ら
し
て
多
く
の
記
録
苗
帳
等
を
併
有
し
て
一
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
 
 

た
く
な
い
が
、
現
在
こ
の
よ
う
な
資
料
は
殆
ど
散
伏
し
て
見
常
ら
サ
、
一
茶
の
菩
 
 

璧
寸
、
明
専
寺
も
火
災
の
焉
に
過
去
帳
等
一
切
を
焼
失
し
て
現
に
俸
え
て
い
る
も
の
 
 

が
な
い
。
た
ゞ
英
雄
氏
の
家
に
は
寛
政
五
年
以
降
明
治
初
年
に
至
る
宗
門
人
別
改
 
 

下
帳
が
 
 

と
い
う
よ
う
に
一
、
二
年
お
き
乃
至
数
年
お
き
に
現
存
し
て
お
り
、
文
明
治
七
 

年
の
詳
細
な
戸
嬉
帳
も
停
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
、
宗
門
人
別
攻
下
帳
に
つ
い
 
 

で
は
、
一
茶
同
好
曾
刊
行
の
「
俳
語
寺
一
茶
」
の
巻
頭
に
 
「
一
茶
宗
門
人
別
帳
」
 
 

と
し
て
、
 
 

寛
政
五
、
九
年
 
 

一
〇
一
 
 
 

寛
政
五
、
七
、
 
 

文
化
二
、
四
、
 
 

文
政
二
、
五
、
 
 

天
保
三
、
六
、
 
 

弘
化
三
、
五
年
 
 

嘉
永
三
、
五
、
 
 

安
政
三
、
五
、
 
 

丈
久
三
、
四
年
 
 

元
治
二
年
 
 

慶
應
二
、
三
年
 
 

明
泊
四
年
 
 

九
、
十
一
年
 
 

六
、
八
、
十
、
十
二
、
十
四
年
 
 

七
、
九
、
十
一
年
 
 

十
二
、
十
四
年
 
 

七
年
 
 

七
年
 
 
 



〆
五
人
内
慧
鯛
馬
豊
匹
 
 

0
文
化
四
年
 
 
 

一
、
明
専
寺
旦
那
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萎
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二
魯
 
 

文
化
二
、
四
、
六
、
十
二
年
 
 

文
政
五
、
七
、
九
、
十
一
年
 
 

天
保
三
、
卓
二
年
 
 

の
各
年
に
わ
た
る
〓
余
飼
係
の
部
分
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
が
、
書
葛
の
誤
り
か
、
 
 

英
雄
氏
原
戒
の
も
の
と
は
年
齢
、
名
前
の
文
字
、
書
入
の
文
句
等
に
若
干
の
異
同
 
 

が
あ
る
。
英
雄
氏
原
戒
の
も
の
か
ら
必
要
な
箇
所
を
抄
出
す
れ
ば
 
 

0
寛
政
 
十
一
年
 
 

一
、
明
尊
寺
旦
那
 
 

仙
大
女
鼻
 
 
む
 
 
 

む
 
 

輔
 
兵
 
衛
 
 

三
十
七
 
 

朔
 
五
 
兵
衛
 
 

六
十
九
 
 

ま
 
 

つ
 
 

五
十
八
 
 

翔
 
太
 
即
 
 

事
十
七
 
 

く
 
 
 

三
十
四
 
 

六
 
 

廿
九
 
 

′
ヽ
 
 
 

甘
六
 
 
 

〆
武
人
出
試
摘
 
 

0
文
政
五
年
 
 
 

〆
愛
人
男
 
 

0
文
化
十
二
年
 
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

〆
笑
内
鵡
仙
鯛
馬
冨
 
 

0
文
化
六
年
 
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

〆
三
人
内
票
鯛
馬
芸
 
 

∵
二
明
春
寺
旦
那
 
 

野
尻
村
之
内
赤
川
久
右
椅
門
東
 
 

一
〇
二
 
 
 

已
∂
別
家
 
兄
△
蒋
 
 

母
 
は
 
 

母
 
は
 
 

き
 聯

 
太
 
郎
 
 

孟
十
三
 
 

摘
 
太
 
郎
 
 

四
十
七
 
 

く
 
 

子
 
三
十
 

兵
 
衛
 
 
 

三
十
九
 
 
 

く
 
 

三
十
大
 
 

つ
 
 
 

六
十
八
 
 

十  
大 つ 郎  



か
三
入
分
 
 

金
三
郎
 
 

〆
武
入
出
試
鯛
 
 

0
文
政
 
七
年
 
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

〆
男
愛
人
 
 

0
文
政
十
一
年
 
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

〆
愛
人
男
 
 

一
、
明
春
寺
旦
那
 
 

去
四
月
出
生
 
 

丑
入
 
や
と
 
 

〆
三
人
内
誓
繭
 
′
 
 

】
 
薬
家
系
考
 
（
尾
繹
）
 
 

子
十
一
月
死
失
 
女
鼻
 
む
 
 

丑
相
除
 
死
失
 
母
 
 
は
 
 

未
五
月
 
 
 

死
失
 
 

武
ツ
 
 

女
房
 
き
 
 

摘
 
太
 
郎
 
 

六
十
一
 
 

輔
 
太
 
郎
 
 

六
十
三
 
 

朝
 
兵
 
衛
 
 

五
十
九
 
 

′
ヽ
 
 
 

五
十
五
 
 

つ
 
 

七
十
七
 
 

0
天
保
十
二
 
年
 
 

宮
村
明
春
寺
旦
那
 
 

〆
人
数
武
人
女
 
 

○
嘉
永
 
三
年
 
 

〆
亥
人
数
四
人
内
鯛
票
 
 

〆
人
数
三
人
内
鯛
票
一
 
 

〇
茅
永
五
年
 
 

常
村
出
生
之
者
に
て
御
官
姓
任
侠
 
 
 

同
寺
旦
那
 
 

常
柑
明
尊
寺
旦
那
 
 

首
相
明
春
寺
旦
那
 
 

常
村
出
生
之
者
ニ
テ
御
首
姓
仕
罷
東
低
 
 

適
役
開
高
田
町
オ
聾
参
り
御
百
姓
仕
罷
家
僕
 
 

酉
出
座
子
禰
三
郎
 
 

三
才
 
 

鰯
太
郎
後
家
 
や
 
 

痕  

持
高
三
斗
七
升
四
合
 
 

獅
 
五
 
兵
衛
 
 

持
高
武
石
式
斗
六
升
六
合
 
 

軸
 
五
 
兵
衛
 
 

三
拾
才
 
 
 

一
〇
三
 
 
 

女
房
 
や
 
 

母
 
 
や
 
 式

拾
八
才
 
 

拾
九
才
 
 

を
 
 

五
拾
七
才
 
 



丑
〆
五
人
内
醐
慧
 
 

〆
人
数
笑
内
鯛
票
 
 

0
安
政
三
年
 
 

宮
村
明
春
寺
旦
那
 
 

越
後
開
高
田
町
身
養
子
参
り
御
官
姓
仕
罷
在
候
 
 

山
嵐
事
大
拳
畢
姦
皐
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 

子
出
生
子
幸
草
郎
 
 

式
才
 
 

辰
死
矢
 
板
 
 
わ
 
 

持
高
武
石
式
斗
六
升
六
合
 
 

母
 
 
や
 
 

ヶ
 
 
率
 
五
 
 

女
房
 
や
 
 

母
 
 
や
 
 
 

女
房
 
や
 
 

子
 
 
摘
 
三
 
 

子
 
′
 
輔
 
三
 
 

摘
 
五
 
兵
衛
 
 

三
治
四
才
 
 

六
拾
三
才
 
 

式
拾
五
才
 
 

蘇
拾
書
才
 
 

五
十
九
才
 
 

け
■
l
p
 
 
良
 
 

八
才
 
 
 

柁
P
 
 
良
 
 

五
才
 
 

さ
 
 
 

式
才
 
 

か
－
 
 

W
p
 
 
良
 
 
 

四
才
 
 

を
 
 

来
年
六
人
内
望
仙
 
 

〆
人
警
入
内
鯛
慧
 
 

○
慶
鮭
二
年
 
 

巳
〆
芙
内
鯛
票
 
 

〆
人
数
六
人
内
望
M
 
 

O
安
政
五
年
 
 

首
相
明
春
寺
旦
那
 
 

越
後
開
高
田
町
厨
参
り
御
腎
姓
仕
罷
供
 
 

一
、
首
相
明
春
寺
旦
那
 
 

越
後
図
高
用
町
身
餐
養
子
二
参
り
御
官
姓
仕
罷
在
僕
 
 

己
出
生
 
 
 

未
二
人
分
 
 

持
高
武
石
式
斗
六
升
六
合
 
 

持
高
武
石
式
斗
六
升
六
合
 
 

摘
 
五
 
兵
衛
 
 

三
十
大
才
 
 

母
 
 
や
 
 

拾
才
 
 

〝
 
 
率
 
五
 
郎
 
 

七
才
 
 

女
房
 
や
 
 

子
 
細
 
三
 
 

弼
 
五
 
兵
衛
 
 

四
拾
四
才
 
 
 

わ
 
 

を
 
 
 

六
拾
五
才
 
 

さ
 
 

式
才
 
 

式
拾
七
才
 
 



家
内
〆
六
人
内
望
仙
 
 

0
明
治
四
年
 
 

持
高
式
石
式
斗
六
升
六
合
 
 
 

一
、
首
相
明
春
寺
旦
部
 
 

越
後
観
高
田
町
∂
聾
養
子
二
歩
り
御
百
姓
仕
罷
在
候
 
 

一
茶
家
、
系
考
 
（
尾
澤
）
 
 

戌
出
生
 
粋
弼
五
作
 
東
 
 
わ
 
 

卯
六
才
 
 母

 
 
や
 
 

嬢
 
 
あ
 
 

枠
 
 
禰
 
 三

拾
五
才
 
 

粋
 
 
摘
 
三
 
郎
 
 

拾
八
才
 
 

女
昇
 
や
 
 

陣
 
 
幸
 
五
 
 
 

同
．
幸
 
 

女
房
 
や
 
 五

 
兵
衛
 
 

五
十
才
 
 

四
十
四
才
 
 
 

三
 
部
 
 
 

式
拾
三
才
 
 

五
 
郎
 
 
 

式
拾
才
 
 
 

さ
 
 

十
五
才
 
 

さ
 
 

拾
才
 
 

を
 
 
 

七
拾
三
才
 
 

郎
 
 

拾
五
才
 
 

陣
 
 
禰
 
瓦
 
作
 
 

十
才
 
 

家
内
〆
六
人
内
鯛
銅
仙
 
 

旦
明
治
七
年
の
戸
籍
帳
か
ら
〓
食
に
関
係
あ
る
部
分
を
抄
出
す
れ
ば
、
次
の
如
 
 

く
で
あ
る
。
 
 

四
十
四
番
屋
敷
二
倍
任
 
農
 
 

賓
父
新
潟
煉
管
下
越
後
国
頭
城
郡
高
田
町
農
丸
山
寺
泊
郎
亡
八
男
 
 

十
七
年
 
 
 

そ
の
他
、
大
正
十
五
年
八
月
新
井
大
正
堂
か
ら
履
行
さ
れ
た
再
版
本
「
一
茶
遣
 
 

一
〇
五
 
 
 

文
政
二
年
 
 

己
卯
十
一
月
八
日
出
生
 
 

嘉
永
二
年
 
 

己
酉
九
月
十
三
日
出
生
 
 

嘉
永
五
年
 
 

壬
子
六
月
十
五
目
H
査
 
 

文
久
二
牢
 
 

壬
戌
九
月
十
九
日
拍
生
 
 

安
政
四
年
 
 

丁
巳
十
一
月
廿
日
出
生
 
 

常
村
農
 
 

小
林
摘
兵
衛
次
女
 
 

安
政
四
年
 
 

丁
巳
十
二
月
十
八
日
出
生
 
 

長
男
摘
三
郎
妻
 
 

長
女
 
 

次
男
 
 

長
男
 
 
 

養
父
摘
太
郎
亡
 
小
林
璃
先
兵
衛
 
 

常
戌
五
十
五
年
一
ケ
月
 
 

三
男
 
 
 

小
 
林
 
摘
三
郎
 
 
 

二
十
五
年
三
ケ
月
 
 

小
 
林
 
幸
五
郎
 
 
 

二
十
二
年
六
ケ
月
 
 

小
 
林
 
揃
五
作
 
 

十
二
年
三
ケ
月
 
 

さ
 
 

あ
 
 

十
七
年
一
ケ
月
 
 

5
、
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墨
忽
」
の
附
鋒
「
吟
赦
慣
菌
鋒
」
の
一
茶
喜
入
や
「
七
番
日
記
」
 
「
文
政
句
帖
」
 
 

「
み
と
り
日
記
」
そ
の
他
の
一
茶
遺
稿
に
よ
つ
て
、
一
茶
の
父
母
を
始
め
近
親
者
 
 

の
名
や
生
頑
年
月
日
が
知
ら
れ
、
一
茶
同
好
曾
刊
行
の
「
併
発
寺
一
茶
」
の
記
す
 
 

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
一
茶
家
の
墓
碑
の
銘
に
「
法
名
邁
正
、
先
組
俗
名
書
右
衛
門
」
 
 

一
〇
六
 
 
 

「
巌
壬
小
林
軸
右
衛
門
」
の
名
も
見
え
て
い
る
由
で
あ
る
じ
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
資
 
 

料
を
両
家
の
某
国
と
封
照
し
．
更
に
こ
「
七
番
日
記
」
併
載
の
「
一
茶
家
系
」
を
も
 
 

参
照
す
れ
ば
次
の
如
く
、
で
あ
る
。
 
 



l  金茶  石窟  さ哀子嘉            禰茶 や茶     や茶  ゆ茶  き茶  輔茶  は茶   

養   次  次   長   島   後   後  典  継   

兵貰   
母  

兵   郎 ノ  郎   と つ   五子 女   二男  大男  女 大男  妻  岳 妻        衛 竜た       ′  郎  お  き   衛  
廿三郎  郎  

歳   
歳 慶  日廿飯    ′〔初  七 は  （男越  丈  三五幸  を文石  記文さ 日出千  明 後   政  月年三  一月  い政太 た四郎 む年  政と託生太 お二  ら年文一同  應  離二山  帳十年用  み 名  十 つ  治丈図 （十     ′へ 四  縁日落  二四村  と 仙  七 女  七政高 宗 一     関  ′「線内  七日月常  り 六    年二田 門 年  日十鴫  文二正文  が六改 案年文   文 中  番妓十矧  昌 明  文  戸年町 人 四  夜目三  よ月政  春月元 自五化   政一肝氏  日 一久  記 和  ′へ 政   

欝三豊農昌  （出郎  り十三  ）廿年 筆月十   句八女  龍三日着  ） 九  宗 十   文生と  推一年  ー五 年十三   帖歳  十嫁衛  年  門 一   

）月丸 ） 生  改 も  定日十  日月 代一年   日  ） 文  丈八門  五  人 年   
八山   句文い  ）残月  童四記日四   攻  同政  政歳文女  月  別 及   
日し   速 ふ  五  （日 ）残月  

）＿h   

年七  ロ′、速   十  帳   
班泊  石臼  七出  ′へ十   七  入牢  軌宗六丈  日  
鑓邸   十  月五  ）門年化  出   

八．  ノヽ   番‖  四  三月  人五十  坐   

男町初名  
な   な   な  な   な   な  法文  

聾前  
名政   
妙六  

養町山の  し   し  し  し   し   し   路年  
子み  五  

仙  
月  
十  

次越  
郎後  目  年  
十高  残   兄  
－田  と   

な  な   な  

川  

な  な   な   な   な   名 ′  骨倉  
七井   
日よ  

し  し  し  し  し   し   し   し   の  

」   

衆  
み   

十  
五文  
歳政  

十  
法一  
名年  
妙三  

；  

任月   
2  i  

一 越  文   天  天  丈  夫   越  ヰ飯  二四赤  初   法年さ   
茶後  政  後  七 山  日月川  名  名三つ   
の 園  十  死  死   政                    元   ′死   
次 向  一   

観  誓滞  戎十村   ′佃  妙月女  
′‾‾、ヽ  て十          （        六  （  候≡   某  法月右  七倉   

た 丸  生  五悌  四悌  四  宮  年 女  妙 門   女 田  年  文一  文一  五 讐表            や 町  拭  政茶  政策  月  空っ  柑  同、の  名妓衛  天  白井            謂          保  安定村   
女 山   
の 専   

固  者  三 政   
年集  年集  日  下  八＿  駄文女    英     三系  十系  用  生糸  新  月 文  政  年  八女   

蟹モ欠   月囲  月囲  生  
郎   拇   吊  六文  八．  十  衛  ‖ 七  年化  月   
八．   生  鑓   天   文  門  離 年  五十  晦 
男  死   苧  伯  線 五  月一             ）  母  月、  十年  盈  

一
案
家
系
考
 
（
尾
浮
）
 
 

一
〇
七
 
 
 



以
上
の
比
較
封
照
に
よ
つ
て
明
か
に
な
つ
た
事
は
、
両
家
の
一
茶
系
固
が
宗
門
 
 

人
別
改
下
帳
そ
の
他
の
資
料
に
比
べ
て
何
れ
も
簡
略
で
あ
つ
て
主
要
な
人
以
外
記
 
 

載
し
て
お
ら
す
、
又
あ
る
部
分
は
詳
し
く
、
あ
る
部
分
は
全
く
記
載
を
放
く
と
い
 
 

ぅ
よ
う
に
繁
簡
精
粗
の
差
も
等
し
か
ら
す
、
殊
に
妻
子
の
名
前
、
頻
年
月
日
、
年
 
 

齢
等
の
細
部
に
至
っ
て
は
史
料
と
一
致
し
な
い
点
も
少
く
な
い
が
、
大
綱
に
お
い
 
 

て
は
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
で
み
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
単
に
一
茶
の
系
固
に
 
 

芦  
淘  

あ姦  わ茶  蒲茶  幸茶  ふ三  繍茶  
戎   孫   撰   威   郎  威  

五  五  

さ  さ  
妻  

作  
郎   さ   l二＝＝  

（文   
′へ安 明政 泊四  

門三  
七年  
年十   
戸 一  帳   戸 月  戸 月  戸輔二  戸 月   
籍 月   二  籍 十  籍 十  籍兵月  籍 十   
帳廿   才  帳 九  帳 五  帳衛十  帳 三   
） 日  ‖   日  一次八  ） 日   

出  川   出  女日   出   
生  生   生  ．出   生   

生  

な   な   な  錫明 口泊  中 材  l名  

に廿  
し   し   前 の み．      し   て九 戟年 死一  且 荏 の 妹】   

監
事
大
挙
寧
轟
畢
部
研
究
年
報
 
夢
二
巻
 
 

な  な   錫明 口泊    l名      な   中 材   

に廿  
し   し  

旧  
月  

陛   な   

し な   し  し  

f  

な  な   な  な   

1   し   し】  

】 u   H 弓   

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
寛
政
五
年
以
降
の
宗
門
人
別
改
下
帳
と
 
 

両
家
の
系
国
会
般
と
を
封
照
し
て
見
た
結
果
に
つ
い
て
も
言
い
得
る
こ
と
で
J
の
 
 

る
。
今
任
意
に
英
雄
氏
の
系
固
中
よ
り
そ
の
一
部
1
こ
こ
で
は
便
宜
の
焉
に
前
 
 

掲
小
林
作
之
丞
の
系
固
の
一
部
勘
次
郎
よ
り
そ
の
孫
に
至
る
部
分
・
I
l
－
を
採
り
、
 
 

六
左
衛
門
氏
の
系
固
及
び
宗
門
人
別
改
下
帳
の
こ
れ
に
該
常
す
る
部
分
を
探
っ
て
 
 

比
較
封
照
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 
 



山
 
菜
家
系
考
 
（
尾
淫
）
 
 

太   
太  

太   

郎  郎  郎   
○  （⊃  ○  （⊃  ○  

士松六安け嘗て方郎寛  白 文   
余日政坂坂江へ右政  残 政   
先攻二息  巻て 十  ノし   
殿 年節のへ子門三  i死  衛 分             門 家                の し            亡  名 て  

号 年   

跡 小  ホ  
漠八正と善用後後年  を 林  照 月   
眠四二すと御縁ふ林  つ 深  十   
居才十 な殿しさ四  ぐ 右  八．   

山件   勝枠 七枠  川  樺枠  フ娠  
太  

盃   
太  

次  
些   

郎   
郎  キ   ゥ妻  郎   妻   

解を る 田守妾  ○  郎                分   中  一寛両  八 丈  三 明   
す買彼氏御腹  村  日政桑  日 政  日 和   

ひ御 の抱  万  孜六輿  残 八  孜 九   
奴殿養畢土  家  ；欠   年市   年   年   
立常子師岐  
節のと久美  改な五と  郎   四の  八 正  号′二  
と 棟な保濃  

名り左i  

妻   十  亨十  慶 十   

三粋   1‾諒  こ又  
太  

○  。t （⊃   ○  郎  
女   

（⊃   

十  
＿ 

四  
十  十  

九郎  郎  一う   六郎   
才  才  才   才   

岳・山枠  「「「諒  こ又  
太  

○  ○ ○   ○  郎  
女  

○   

】 L  四鼻  
十  
七う  

上唇  才   才  

妻  

【七枠  叉粋  

（⊃  （〕  

○四太   
（⊃   ○   ○   太 五   ○   

ぎ  

十  十  

1芳郎  

八郎  
才  

l   

山粋  勘蕗  【七枠 川 川  叉搾  ふ妻  
／■■ヽ  

な  
後   

（⊃   

妻  

兵え  ○  ○  

十   十   十）   

四 郎   十  二郎  三さ   
才 才  と 才   才  

事 

一
〇
九
 
 
 



即
ち
こ
こ
に
も
細
部
に
わ
た
る
異
同
は
少
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
除
い
て
は
概
 
 

ね
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
両
家
の
系
固
の
一
方
に
し
か
 
 

記
載
の
な
い
も
の
も
一
や
宗
門
人
別
改
下
帳
に
そ
の
存
在
を
確
か
め
る
事
が
出
康
 
 

一
方
は
省
略
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
若
し
′
、
は
そ
の
資
料
を
扱
い
た
も
の
・
で
 
 

（⊃  要孫 書  

孫孫  佐孫  
左  
衛  太  の  

門   郎   女   
○   ○   （⊃  ○  

分  初  分  
名  ふ林山  

き四三  

家  発  家   
太  登右塵  
郎  女衛級  

と門の  
な検後   

佐孫  

（⊃   要孫 吉  太  
○  

郎  
0   （⊃   

門  門   
妻   

住奥  分  
す州  

埜  

円け 箱  
家  

館  
に   

と蛭  祭孫  佐孫  

○  
太   

○   ○  
太   

十  
十  

郎  三め  一郎，  蕾の  署み   
才  才  才   

し ）   し ）  

要孫  柴孫  佐孫  

○  
太  

（⊃   （⊃  

／し   十  十   太  十  

吉  二郎  
才  才  七郎  五の  八み          才  才  才  

要孫  粟孫  佐孫  と痕  

○  
太  

○  

十  
太  ○  

十  
八郎  

十  
三郎  四み  

才  才  才・   

十 甲吉 才  
要孫  

左  孫  大  
郎  

門  太  
女 二鼻   

○  
○】  

二■女   

衛    左  

十  

f 1  

十の   二門   郎  十 五ろ  十分丈 七家化  、 五の  
才   才   才  才  才七   

J  年   

岩
手
大
草
畢
萎
学
部
研
究
年
報
 
第
二
巷
 
 

あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
或
は
問
々
宗
門
人
別
改
下
帳
に
な
い
事
柄
が
系
固
に
 
 

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ぁ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
両
家
の
系
固
が
精
密
な
編
纂
 
 

技
術
を
扱
き
な
が
ら
も
可
成
り
誠
寅
に
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
 
 

る
と
共
に
、
両
家
の
系
固
航
纂
に
用
い
ら
れ
た
貿
料
が
現
存
の
宗
門
人
別
改
下
帳
 
 
 



以
外
に
あ
つ
た
事
を
示
す
〓
証
左
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

併
し
こ
こ
で
明
か
に
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
両
家
の
系
固
の
冤
政
五
年
以
降
の
 
 

部
分
に
関
す
る
こ
と
で
ゐ
針
、
一
茶
の
系
固
に
つ
い
て
い
え
ば
一
茶
同
好
倉
本
 
 

「
七
番
日
記
」
巻
頭
併
載
の
例
の
「
〓
傘
家
系
」
の
範
囲
を
多
く
出
る
も
の
で
は
 
 

な
い
。
確
め
た
い
の
は
「
一
茶
家
系
」
に
合
▼
ま
れ
て
い
る
よ
り
も
以
前
の
時
代
で
 
 

ふ
∵
り
、
そ
の
時
代
に
於
け
る
両
家
の
系
囲
の
正
否
如
何
に
つ
い
て
ゞ
あ
る
が
、
以
 
 

上
の
資
料
と
方
法
に
∵
よ
つ
て
は
こ
れ
を
確
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
 
 

大
 
 

そ
こ
で
後
者
の
い
わ
ゆ
る
内
的
方
法
に
よ
つ
て
主
と
し
て
「
一
茶
家
系
」
に
含
 
 

ま
れ
て
い
る
以
前
の
時
代
に
つ
い
て
扱
討
し
て
見
る
と
、
六
左
街
門
氏
の
系
固
は
 
 

一
見
し
て
精
し
さ
と
正
し
さ
に
お
い
て
英
雄
氏
の
系
固
に
一
日
の
長
を
示
し
て
お
 
 

り
、
全
体
の
体
裁
も
整
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
謝
し
英
雄
氏
の
系
固
は
未
完
成
の
 
 

面
影
を
到
る
上
こ
ろ
に
残
し
．
年
耽
干
支
等
の
記
載
に
も
往
々
間
違
い
を
示
し
て
 
 

い
る
よ
う
で
あ
る
。
併
し
細
か
に
見
れ
ば
南
方
共
に
い
ろ
／
＼
矛
盾
し
た
点
を
含
 
 

ん
で
い
て
何
れ
を
正
し
と
も
定
め
難
い
。
 
 
 

ま
す
系
図
に
現
れ
た
一
代
の
長
さ
を
調
べ
て
見
る
と
、
英
雄
氏
の
系
図
に
あ
つ
 
 

て
は
太
郎
左
衛
門
の
相
原
移
住
が
文
政
元
年
（
一
五
九
二
）
二
茶
の
超
し
た
の
が
 
 

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
．
で
、
そ
の
阻
八
代
二
言
三
十
六
年
が
経
過
し
て
い
る
か
 
 

ら
、
一
代
の
長
さ
は
卒
均
三
十
年
と
行
㌻
り
、
六
左
衛
門
氏
の
系
固
で
は
惣
兵
衛
の
 
 

相
原
樽
任
が
元
和
二
年
（
一
六
l
六
）
で
、
〓
余
の
覆
す
る
ま
で
に
同
じ
く
八
代
 
 

二
百
十
二
年
が
経
過
し
て
い
る
か
ら
、
一
代
の
長
さ
は
平
均
二
十
七
年
と
な
り
、
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
経
）
 
 

共
に
無
理
の
な
い
長
さ
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
英
雄
氏
の
系
固
で
は
、
四
代
目
 
 

佐
瓦
兵
衛
の
分
家
が
冤
永
十
九
年
二
六
四
一
一
）
で
太
郎
左
衛
門
の
柏
原
移
住
以
 
 

凍
僅
か
に
五
十
一
年
と
い
う
よ
う
に
短
か
き
に
過
ぎ
る
か
と
思
え
ば
、
佐
五
兵
衛
 
 

の
二
男
善
右
衛
門
の
分
家
は
冤
保
元
年
〓
七
囲
こ
で
父
の
分
家
以
兼
百
年
と
●
 
 

い
う
よ
う
に
良
き
に
過
ぎ
る
も
の
も
あ
る
。
文
書
右
衛
門
の
長
男
軸
五
右
衛
門
は
 
 

天
明
四
年
（
｝
七
八
四
）
五
十
四
歳
で
頻
し
、
弟
の
摘
兵
衛
は
寛
保
元
年
（
∴
七
 
 

囲
一
）
に
分
家
し
て
い
る
か
ら
、
蒲
兵
衛
の
分
家
す
る
時
摘
五
右
衛
門
は
十
一
議
 
 

で
ふ
∵
り
、
従
っ
て
摘
兵
衛
は
十
一
歳
以
下
で
甘
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
豪
は
普
遍
 
 

妻
を
迎
え
て
、
一
本
立
が
出
来
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 

こ
れ
は
少
し
早
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
れ
ら
に
は
例
外
が
な
い
わ
け
で
は
な
 
 

か
ろ
う
が
、
年
耽
の
・
記
載
の
あ
る
部
分
を
検
討
し
て
見
る
と
こ
の
よ
う
な
不
自
然
 
 

が
生
じ
て
凍
る
。
六
左
衛
門
氏
の
系
固
に
お
い
て
も
惣
兵
衛
か
ら
五
代
目
の
作
之
 
 

助
は
元
文
三
年
（
一
廿
三
八
）
八
十
国
旗
、
仲
之
助
の
長
男
治
郎
左
街
門
は
賓
暦
 
 

八
年
（
一
七
五
八
）
六
十
五
歳
、
治
郎
左
街
門
の
長
男
惣
吉
は
文
化
十
一
年
（
一
 
 

八
一
四
）
七
十
三
歳
で
夫
々
超
し
て
い
る
 

歳
、
惣
吉
は
治
郎
左
衛
門
四
十
九
歳
の
時
の
子
と
な
る
勘
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
 
 

は
長
男
の
出
生
が
遅
き
に
過
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
樺
兵
衛
は
孫
助
 
 

四
十
歳
、
叉
太
郎
は
勘
次
郎
三
十
二
歳
、
禰
五
右
衛
門
は
摘
兵
衛
三
十
三
歳
の
時
 
 

の
出
生
と
い
う
よ
う
に
こ
の
系
図
で
は
長
男
の
出
生
が
殆
ど
す
べ
て
父
親
の
三
十
 
 

歳
を
す
ぎ
て
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
結
婚
の
比
較
的
早
か
つ
た
常
時
に
於
て
こ
れ
 
 

は
如
何
に
も
不
自
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
利
賀
氏
の
〆
奥
書
に
よ
れ
ば
こ
の
 
 

来
臨
が
文
政
十
年
正
月
に
は
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
の
に
一
茶
や
一
 
 

一
′
一
一
 
 
 一   
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蒼
の
牌
母
の
頻
年
月
日
、
享
年
、
法
名
等
を
始
め
と
し
て
文
政
十
年
正
月
以
降
の
 
 

記
事
が
悶
々
見
ら
れ
る
こ
と
、
時
に
一
茶
だ
け
が
本
名
を
用
い
す
に
俳
枕
を
以
て
 
 

記
き
れ
て
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
前
者
は
文
政
十
年
正
月
以
後
随
時
追
補
さ
れ
た
も
 
 

の
と
見
、
後
者
は
系
固
編
纂
常
時
に
於
け
る
一
茶
の
俳
人
と
い
ふ
特
異
な
立
場
が
 
 

戯
ら
し
め
た
も
の
と
考
え
れ
ば
解
決
は
つ
く
も
の
の
．
一
艇
矛
盾
と
し
て
見
な
い
 
 

わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
併
し
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
存
在
す
 
 

る
こ
と
が
た
だ
ち
に
両
家
の
系
図
の
虞
嘗
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
得
な
い
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
頻
年
月
日
年
齢
等
を
始
め
と
し
て
細
部
に
わ
た
る
幾
多
の
誤
謬
 
 

や
矛
盾
は
系
固
編
纂
技
術
の
幼
稚
さ
や
資
料
の
不
備
等
か
ら
も
凍
て
い
る
ら
し
く
 
 

寛
政
五
年
以
後
の
部
分
に
あ
つ
て
も
数
多
く
見
ら
れ
た
こ
L
一
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
 
 

の
記
載
を
も
と
に
し
て
両
家
の
系
園
を
考
え
た
な
ら
ば
そ
の
眞
奮
性
を
疑
は
す
に
 
 

は
い
ら
れ
な
い
部
分
も
少
く
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
併
し
宗
門
人
別
改
下
帳
そ
の
 
 

他
の
般
本
資
料
と
比
戦
野
照
す
る
時
血
阪
の
関
係
等
概
ね
正
鵠
を
得
て
い
る
こ
と
 
 

が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
政
五
年
以
前
の
部
分
に
お
い
て
も
や
は
り
同
じ
こ
 
 

と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
見
多
く
の
矛
盾
を
戒
し
て
い
る
よ
う
に
考
 
 

え
ら
れ
る
筒
併
も
今
は
滅
び
て
な
き
相
雷
確
葦
な
資
料
に
よ
つ
て
書
か
れ
、
そ
こ
 
 

に
あ
る
虞
葦
な
る
も
の
を
湛
え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
上
 
 

述
の
よ
う
な
矛
盾
不
自
然
を
両
家
の
系
騒
が
共
に
含
ん
で
い
る
以
上
早
急
な
正
否
 
 

決
定
の
不
可
能
な
こ
と
は
こ
こ
に
改
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
の
如
く
に
し
て
以
上
の
二
つ
の
方
法
は
両
家
の
系
図
の
有
す
る
確
葦
不
確
 
 

箕
の
点
を
考
察
す
る
上
に
相
雷
の
寄
輿
一
ぎ
な
し
た
の
▼
で
あ
る
が
、
未
だ
両
家
の
系
 
 

魔
の
正
否
を
決
定
す
る
迄
に
至
ら
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
更
に
考
察
の
角
度
を
憂
え
 
 

一
一
二
 
 
 

て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

七
 
 

言
う
ま
で
も
な
く
系
固
は
一
家
の
血
脈
の
俸
統
を
物
語
る
国
語
で
あ
る
が
、
同
 
 

時
に
そ
の
豪
の
資
格
を
表
示
す
る
尺
度
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
系
固
は
 
 

そ
の
形
成
の
過
程
に
お
い
て
あ
る
が
ま
ま
の
姿
か
ら
あ
ら
ま
ほ
し
き
姿
に
欒
容
さ
 
 

れ
易
い
契
機
を
自
己
自
身
の
中
に
含
ん
で
い
る
。
速
い
幾
百
年
の
昔
に
お
け
る
人
 
 

の
生
死
や
血
脈
の
間
組
は
後
の
世
に
お
い
て
証
明
す
べ
き
確
た
る
証
按
も
得
が
た
 
 

い
ま
ゝ
に
、
停
承
の
閉
に
次
第
に
自
家
に
と
つ
て
望
ま
し
い
も
の
に
愛
貌
さ
れ
、
 
 

或
は
故
意
に
改
窺
を
加
え
ら
れ
、
中
に
は
全
く
の
虚
偽
が
仕
組
ま
れ
て
行
く
こ
と
 
 

さ
え
あ
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
し
て
諸
々
の
系
固
が
形
成
さ
れ
た
事
は
既
に
多
く
の
人
 
 

に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
併
で
あ
る
。
l
茶
の
素
因
に
槻
し
て
も
こ
の
よ
う
な
 
 

系
固
形
成
の
立
場
か
ら
考
え
る
曙
l
面
の
解
が
得
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
 

一
茶
の
系
図
の
所
有
者
の
一
人
中
村
英
雄
氏
の
尭
組
は
信
濃
餞
水
内
郡
芋
川
城
 
 

（
硯
長
野
願
上
水
内
郡
三
水
村
大
字
芋
川
字
若
宮
の
地
）
の
壬
芋
川
越
前
守
正
親
 
 

の
弟
芋
川
左
近
太
夫
正
保
と
停
え
ら
れ
る
。
中
村
正
家
氏
が
明
治
八
年
十
二
月
七
 
 

日
長
野
願
娃
令
癖
崎
冤
直
に
提
出
し
た
文
書
を
見
れ
ば
、
正
保
は
天
正
十
年
芋
川
 
 

庄
中
村
（
現
三
水
村
大
字
芋
川
字
中
村
）
に
別
家
し
て
い
た
が
仕
官
を
欲
せ
す
民
 
 

間
に
下
り
、
文
蔵
元
年
新
開
拓
荒
蕪
地
川
久
保
（
規
柏
原
村
字
川
久
保
）
に
移
住
 
 

し
文
相
原
（
規
柏
原
相
木
村
）
に
移
り
、
子
正
晴
、
孫
正
晴
、
曾
孫
正
氏
と
相
療
 
 

い
て
開
墾
の
事
業
に
忍
力
し
、
途
に
明
暦
二
年
に
は
大
久
保
．
大
卒
（
硯
箱
原
村
 
 

字
大
久
保
、
大
卒
）
を
、
電
文
三
年
に
は
赤
墟
、
早
稲
吉
（
硯
柏
原
柑
字
赤
濾
．
早
 
 
 

●  



稗
吉
）
一
を
開
拓
し
た
由
が
記
ぎ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
氏
の
家
に
停
え
ら
れ
る
系
固
 
 

に
よ
れ
ば
、
一
茶
の
組
先
は
こ
の
開
拓
事
業
に
加
っ
た
開
拓
民
の
一
人
で
あ
つ
 
 

た
。
 
 

一
茶
の
系
図
の
も
う
一
人
の
所
戒
者
中
村
六
左
衛
門
氏
の
組
鬼
は
中
村
刑
部
左
 
 

衛
門
利
秀
と
い
わ
れ
る
。
氏
の
家
に
停
え
ら
れ
る
「
永
線
日
記
」
 
（
そ
の
一
部
は
 
 

「
柏
原
時
報
」
昭
和
二
十
五
年
二
月
一
日
眈
及
び
三
月
一
月
坂
に
掲
載
さ
れ
た
が
 
 

こ
の
自
記
の
虞
偶
に
づ
い
て
は
今
後
更
に
瞼
討
を
加
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
よ
う
 
 

に
思
わ
れ
る
）
に
よ
れ
ば
、
利
秀
は
永
線
二
年
三
月
十
一
日
の
夢
の
告
げ
に
よ
♭
 
 

同
年
三
月
二
十
八
日
姫
川
原
（
現
新
潟
願
西
頚
城
郡
鳥
坂
村
の
内
）
を
立
ち
二
二
 
 

月
晦
日
相
原
の
袖
に
凍
っ
て
業
を
改
ゆ
農
民
と
な
り
、
開
馨
の
事
業
に
専
念
し
た
 
 

事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
茶
の
組
先
が
利
秀
と
一
服
の
連
繋
を
持
つ
開
拓
 
 

民
の
一
人
で
あ
つ
た
こ
と
は
氏
の
家
に
侍
わ
る
系
図
に
よ
つ
て
明
か
に
想
像
さ
れ
 
 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
現
象
は
単
に
一
茶
の
弧
先
に
限
つ
た
事
で
は
な
い
。
両
家
の
系
囲
 
 

を
見
れ
ば
相
原
住
民
の
は
と
ん
ど
絶
て
は
開
拓
民
又
は
他
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
 
 

こ
と
が
知
ら
れ
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
人
々
が
英
雄
氏
の
系
固
に
あ
つ
て
は
英
雄
氏
 
 

の
家
に
、
六
左
衛
門
氏
の
系
鎧
に
あ
つ
て
は
六
左
衛
門
氏
の
家
に
夫
々
関
係
を
有
 
 

す
る
も
の
の
細
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
こ
の
よ
う
な
事
膏
は
系
固
形
成
に
 
 

お
け
る
理
想
化
の
傾
向
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
言
わ
な
く
七
は
な
ら
†
、
甘
 
 

い
。
恐
ら
く
永
い
年
月
が
経
過
す
る
問
に
、
い
つ
と
は
な
し
に
一
つ
の
事
嘗
も
両
 
 

家
に
と
つ
て
夫
々
望
ま
し
き
も
の
に
変
容
さ
れ
て
停
承
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
あ
る
時
 
 

期
に
現
存
の
系
固
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
想
像
を
返
し
う
▼
す
る
 
 

一
案
家
系
考
 
（
尾
澤
）
 
 

な
ら
ば
、
相
原
の
中
心
を
な
す
二
つ
の
茜
家
に
こ
の
よ
う
な
柏
原
全
村
に
わ
た
る
 
 

系
固
が
債
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
の
あ
る
時
代
に
両
家
が
互
に
自
家
の
格
 
 

式
を
誇
示
し
、
あ
る
い
は
柏
原
開
費
の
功
を
競
い
合
つ
㍗
事
賓
の
存
在
を
物
語
る
 
 

も
の
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
か
ゝ
る
観
点
に
立
つ
時
、
両
家
の
系
固
の
古
い
 
 

部
分
に
事
蜜
と
違
っ
た
多
く
の
理
想
化
が
加
え
ら
れ
て
い
る
事
は
挙
わ
れ
な
い
と
 
 

言
え
よ
う
が
少
く
と
も
両
家
の
系
固
に
共
通
な
部
分
、
即
ち
一
茶
の
組
尭
が
他
地
 
 

方
よ
り
移
住
し
て
禿
た
開
拓
民
の
一
人
で
あ
つ
た
事
、
一
茶
ま
で
八
代
を
経
過
し
 
 

て
い
笑
事
、
一
茶
の
尭
絶
代
々
叉
は
そ
伊
近
親
者
に
太
郎
左
街
門
、
轟
助
、
膏
 
 

右
衛
門
、
作
之
助
、
禰
五
兵
衛
、
捕
五
右
衛
門
、
掬
兵
衛
と
霧
す
る
人
々
の
あ
つ
 
 

た
事
な
ど
は
事
葦
と
し
て
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
 
 

れ
問
麗
は
相
原
村
の
開
拓
史
に
大
き
な
関
係
を
持
つ
事
を
否
定
出
来
な
い
。
 
 
 

柏
原
が
開
拓
柑
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
今
井
登
志
喜
氏
監
修
「
信
濃
二
千
六
石
 
 

ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

年
史
】
等
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
村
内
の
地
名
に
柏
原
本
村
、
二
倉
新
田
、
 
 

ヽ
ヽ
 
赤
漉
新
由
等
の
名
を
増
し
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
そ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 

「
相
原
村
根
蕗
記
」
に
よ
れ
ば
こ
の
村
は
轢
倉
時
代
に
は
太
田
庄
や
柳
原
庄
の
一
 
 

部
と
し
て
存
し
、
相
原
其
の
手
に
よ
つ
て
開
拓
の
第
一
歩
が
印
せ
ら
れ
、
姓
を
村
 
 

名
と
し
た
も
の
の
細
く
で
あ
る
が
、
天
文
十
六
年
以
降
武
田
上
杉
両
氏
の
交
戦
が
 
 

紹
閣
な
か
っ
た
焉
に
、
百
姓
は
四
方
へ
誰
敬
し
、
民
家
は
滅
び
、
耕
地
も
皆
荒
蕪
 
 

に
厨
し
て
し
ま
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
室
町
時
代
末
期
に
至
㌔
卒
和
が
回
復
し
、
 
 

世
は
兵
草
時
代
か
ら
産
業
時
代
へ
と
移
行
し
て
、
荒
蕪
鞄
回
復
、
新
田
閑
豪
の
気
 
 

運
が
横
溢
す
る
に
及
ん
で
柏
原
の
開
澄
も
漸
く
そ
の
緒
に
つ
く
事
と
な
つ
た
の
で
 
 

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
英
雄
氏
の
乱
発
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
か
、
六
左
街
門
氏
の
租
 
 

一
一
三
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先
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
一
茶
の
覿
先
は
果
し
て
何
れ
に
園
係
を
 
 

も
つ
も
の
で
あ
る
か
、
太
郎
左
衛
門
が
虞
で
あ
る
か
、
惣
兵
衛
が
正
し
い
か
等
の
 
 

問
題
は
今
後
柏
原
の
開
拓
史
の
検
討
を
始
め
と
し
で
、
家
々
の
過
去
帳
や
墓
碑
銘
 
 

の
調
査
、
古
記
録
古
帳
の
探
索
等
各
方
面
の
慎
重
な
研
究
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
 
 

ペ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
 
 
 

併
し
何
れ
に
せ
よ
、
一
茶
の
組
先
が
相
原
開
拓
民
の
一
人
と
し
て
他
地
方
よ
り
 
 

凍
り
、
爾
凍
幾
代
か
北
信
濃
の
荒
蕪
鞄
の
一
角
に
荒
々
し
い
自
然
と
闘
い
な
が
ら
 
 

開
拓
の
鍬
を
振
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
開
拓
民
の
 
 

血
潮
は
一
茶
の
五
体
に
も
脈
々
と
流
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
t
こ
ろ
 
 

と
思
う
。
確
度
一
茶
の
出
自
に
つ
い
て
は
確
か
な
こ
と
は
判
明
せ
す
、
翠
に
貧
農
 
 

の
一
子
弟
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
如
上
の
考
察
の
結
果
か
ら
開
拓
民
の
 
 

子
姦
と
し
て
定
位
す
る
こ
と
が
最
も
妥
営
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

八
 
 

相
原
が
開
拓
村
で
あ
り
、
一
茶
が
開
拓
民
の
手
盛
で
あ
る
と
の
新
事
蜜
の
螢
見
 
 

が
、
今
後
の
一
茶
研
究
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
輿
え
る
 
 

事
は
今
夏
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
従
魔
の
研
究
に
お
い
て
、
一
茶
の
濁
自
な
俳
 
 

境
は
専
ら
彼
の
悲
惨
な
生
涯
と
の
連
関
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
時
異
な
 
 

性
格
の
反
映
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
併
し
今
や
一
歩
を
す
ゝ
 
 

め
て
開
拓
民
の
子
孫
と
し
て
の
一
茶
が
、
如
何
に
し
て
そ
の
人
間
を
形
成
し
、
ひ
 
 

い
て
は
如
何
に
し
て
そ
の
俳
境
を
生
み
出
し
て
行
っ
た
か
が
考
察
さ
れ
、
一
茶
を
 
 

し
て
虞
に
〓
余
た
ら
し
め
た
必
然
性
が
瞼
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
 
 

一
一
四
 
 
 

ぅ
。
か
ゝ
る
点
の
究
塀
は
一
茶
研
究
l
一
、
於
け
る
最
も
興
味
あ
る
分
野
の
一
つ
を
閲
 
 

抱
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
本
論
の
主
題
を
は
な
れ
た
問
題
で
ぁ
 
 

る
か
ら
、
叉
稿
を
改
め
て
詳
論
す
る
こ
と
と
致
し
た
い
と
思
う
。
 
 

附
 
 
記
 
 
 

筆
者
は
「
科
野
」
第
五
番
第
十
二
統
領
一
茶
侍
輯
娩
（
昭
和
二
十
五
年
十
 
 
 

二
月
螢
行
）
に
「
〓
余
の
系
固
に
就
い
て
」
と
い
う
小
論
を
登
表
し
た
。
本
 
 
 

論
は
こ
れ
に
掠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
新
資
料
を
檜
補
し
、
文
全
体
に
 
 
 

わ
た
つ
て
多
く
の
改
訂
を
加
え
七
。
 
 
 

旬
系
固
等
の
公
表
を
快
く
承
諾
さ
れ
た
中
村
英
雄
、
中
村
六
左
衛
門
両
氏
 
 
 

及
び
資
料
の
閲
覧
に
多
く
の
便
宜
を
輿
え
ら
れ
た
中
村
正
親
、
中
村
貫
一
両
 
 
 

氏
に
勤
し
て
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
。
 
 
 




